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ガバナー事務所 e-mailアドレス：  tani@rid2640g.com ホームページ： http://www.rid2640g.com/tani/ 

総 会 員 数 １６名 

名 誉 会 員 数 ４名 

出 席 計 算 会 員 数 １６名 

出       席 １５名 

メ ー ク ア ッ プ ０名 

欠       席 １名 

出 席 率 ９３．７５％ 

前 回 出 席 率 

（ ク ラ ブ 新 年 例 会 ） 
８７．５０％ 

にこにこ箱 

 

第1234回例会  

ニコニコ箱 \  23,000                                  

今年度累計 ¥ 544,000  

 

 

 

 

 

 ☆皆出席テーブル 
 

 М１、М２、Ｂ 
 

 

 

 ☆ビジター 
 

     なし 
 

 
 

 

   
  ☆メークアップ 

 

   なし 

  

  

    
       
      

         

第 １ ２ ３ ４ 回 例 会 出 席 報 告 

宮内 良平 君 ･･･ 奥田さん、この前は珍しい所へ、そしてOSKも楽しかった 

         です。有難う。 
 

筒井 敦子 君 ･･･ 4/6(土)OSK初体験♡向井さん、有難うございました。 

         夜は美味しいイタリアンをいただき、目の保養に8,000万 

         のワインも見ました。 

         奥田さん、開ける時は読んで下さいネ！ 
 

番匠谷光晴君 ･･･ 欠席していつもすみません。 

         結婚記念日も忘れていましたわ。 
 

古川 友治 君 ･･･ 遅刻ですが出席できました。すいません。 
          

昼馬 義宏 君 ･･･ 本日早退します。申し訳ございません。 
 

川﨑 真範 君 ･･･ 結婚記念お祝、有難うございます！ 
 

4月～5月 例会スケジュールおよび卓話担当者ご案内 

4月16日 卓話 田中 洋 君 

4月23日 地区協議会報告 担当：2024年-25年 会長・幹事 

4月30日 クラブ定款により「休会」 

5月 7日  卓話 片平 聡 君 

5月14日 卓話 昼馬義宏 君    第11回定例理事会 

5月21日 アッセンブリー・新旧合同委員長会議 担当：2024年-25年 会長・幹事 

5月28日 卓話 奥田皓策 君 
 

今 週 の プ ロ グ ラ ム 

今週のロータリーソング 

 
２０２４年４月１６日 第１２３５回例会 

次 例 会 

国際ロータリー2023-2024年度会長 

ゴードン R. マッキナリー 

2023－2024年度 

国際ロータリーのテーマ 

「世界に希望を生み出そう」 

本日のメニュー  

Kansai International Airport Rotary Club             Club Weekly Report 

関西国際空港ロータリークラブ

四つのテスト  

みんなの 
ために 
なるか 
どうか 

好意と 

友情を 
深めるか 

みんなに 

公平か 

真実か 

どうか 

第 1236 回 

2024年 4月23日 

 

 
 

 

 担当：2024-25年度 

       会長・幹事     
  

      日も風も星も 

 さわやかな朝だ  

    われらはロータリアン 

 いつもほほえみ 

    いつも元気で 

  さあ 出掛けよう 

 日も風も星も 

    ラララ光るよ 

写真提供・解説：元・住重関西施設管理(株) 片山敏彦 様 

 

 

《 地区研修・ 

   協議会報告 》  

R.I.第2640地区 

関西国際空港ロータリークラブ 
 

【事務局】  
〒549-0001 
大阪府泉佐野市泉州空港北１番地 

ホテル日航関西空港内 

 TEL：072-455-4766 

 FAX：072-455-4767 

 E-mail：  

 kankurc@rhythm.ocn.ne.jp 
 

例会：毎週火曜日 12：30～ 

   ホテル日航関西空港内  

   『ジェットストリーム』  

   TEL：072-455-1111 
 

会  長  宮内 良平    

幹  事  筒井 敦子 

会報委員長  古川 友治   

会報委員  松本 厚志 

          ≪ 卓 話 ≫ 
     「ロータリーソングについて」  

         担当：田中 洋 君 

棒々鶏のサラダ仕立て  
 

淡路産玉葱の 

蟹肉入りとろみスープ 
 

海鮮2種のにんにくと 

湯浅金山寺味噌蒸し  
 

牛細切り肉と彩り野菜の 

湯浅樽仕込み醤油の 

甘辛ソース炒め 
 

白ご飯 
 

コーヒー 

Cathay Pacific Airways 

B777-367ER 

本機は、グリーン系の塗装に、香港政府が香港の認知度向上のために定め

たキャッチフレーズ「Asia’s World City」の文字と「飛龍」を描いた特

別塗装機で、2008～2013年頃運航されていた２代目です。  

初代はB747に同様の塗装が施されていましたが、その緑色のカラーリング

から 別名「スイカ」と呼ばれていたそうです。  



関西国際空港ロータリークラブ
先 週 例 会 報 告 
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第１２３４回例会 ４月９日 

会 長 報 告 

結 婚 記 念 日 

会長 宮内 良平 君 

番匠谷 光晴 君・幸子さん夫妻(1日) 

川﨑 真範 君・千晶さん夫妻(11日) 

堀  信一 君・友子さん夫妻(23日) 

 この年になっても、寝る時に「あんなこと言わなきゃ良かった。」

「あれ失敗したな。」と思う時があります。皆さんはどうですか？ 

 私は毎日反省の連続です。こういう事は多かれ少なかれ誰でもあると

思います。 

 先日、新聞に徴兵制度の話が載っていました。 

 日本は戦争に負けて徴兵制度が無くなりました。 

 しかし、今でも世界の60か国以上で徴兵制度があるようです。 

 しかも、男女ともに徴兵される国もあるそうです。 

 ヨーロッパの国は、ほぼ徴兵制度があるようですね。 

 日本も、北朝鮮やロシアもすぐ隣にありますから、油断が出来ない 

状況になっています。 

 徴兵制度があっても、自分の国は幸せだと感じる人がいるようです。幸福度ランキング第1位は

フィンランド。アイスランドは小さい国ですが、もともと徴兵制度はありません。 

 スイス、ノルウェー、など北欧は幸福度ランキングは上位にありました。 

 日本はといいますと、徴兵制度は無いですが、幸福度ランキングは60番前後でした。 

 それでも、世界では「日本に行きたい。」と思う人が多く、観光では日本がトップです。 

 日本の若者に、「もし戦争が始まったら戦争に行きますか？」とアンケートをしたところ、

10％くらいしか「はい。」と答えなかったらしいです。いざとなったら分かりませんが。 

 我々は戦争が終わってからの世代ですので、ピンときませんが、そういう国もあるというお話

をさせていただきました。 

ガバナー事務所のホームページでは、毎月ガバナー月信が公開されて

おります。https://rid2640g.com/tani/ 
 

「2640地区ロータリークラブ」で検索 

         ↓ 

「2023-2024年度国際ロータリー第2640地区ロータリークラブ」 

         ↓ 

「ガバナー月信」でご覧いただけます。 
 

バックナンバーもございますので、お時間ございましたらご覧いただ

けますと幸いです。宜しくお願い申し上げます。 

ガ バ ナ ー 月 信 の お 知 ら せ 
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卓 話 

幹 事 報 告 

堀 信一 君 

幹事 筒井 敦子 君 

《 ドバイ出張報告 》 

【回覧】 

◎地区職業奉仕事業・関西国際空港見学会について（先週と同じ） 

  地区で関西国際空港見学会が企画されております。 

  当クラブは参加の予定はございませんが、5月21日(火)は、多数の会員様がメーキャップ 

  にお見えになる可能性がございます。宜しくお願い致します。 
 

◎泉佐野市献血推進協議会より、令和6年度献血実施予定表 

◎アイカ・泉佐野地球交流協会機関誌 第339号 

◎他クラブ例会情報 
 

【配付】 

◎5/9(木)ありとほし薪能チラシ 

 今年２月、ドバイで開かれた汎アラブ放射線学会に招待され、

我々の治療技術を発表してきました。 

 ドバイの空港は今まで何度も利用してきましたが、ドバイの街

に行ったことはなく、ドバイの3日間滞在では驚きの連続でした。 

 そこには砂漠の真ん中にできた街の印象はなく、まるで上海の

ビル群の中にいるようでした。 

 他民族の労働者が多く働く街で英語が共通語でした。 

 アラブからもたくさんの人たちが集まり、彼らの共通語も英語

です。 

 老人はあまり見かけません。社会の構造が違うようです。 

 アラブの民族衣装の人達が多いくらいでイスラムの雰囲気はほとんどありません。 

 走っている自動車は、ほとんどが電気自動車です。ガソリンは売り物の扱いです。 

 ２月の気候は春でした。３日の滞在中に２日は雨でした。排水の社会インフラは乏しいよ

うで、少しの雨で街中水浸しの様相でした。 

 女性のスカーフ姿は、どんどん少なくなっているようです。 

 アラブの世界、アラブの風習がこの数年で大きく変わり始めている象徴のようでした。 

 医療に関しては、決して遅れている様子はなく、世界中の有効な治療法を探し求めている

医師がたくさんいました。新しい治療を積極的に取り組もうとする姿勢は、我々日本人の医

師も見習いたいものです。 

 アラブの人たちは親日的でした。これからはアラブの国々とも連携を深め、我々の医療技

術をどんどんと広げてゆきたいと願っています。 

 次回はサウジアラビアに行ってみたいと思います。 


